
１．総務委員会より
（１）第60回通常総会について
（２）出資金見合いの緊急融資について
２.組合運営委員会より
（１）不燃物有料回収について
（２）町内一斉清掃について
（３）会館用駐車場の貸出について
３．厚生委員会より
（１）令和５年度福利厚生事業計画案について
４．青年部会より
（１）４月定例会について
（２）５月定例会について
●24日 不燃物有料回収　15社参加

●16日 理事会
１．総務委員会より
（１）集団健康診断の実施について
２.厚生委員会より
（１）新入社員フォローアップ研修について
（２）華道教室及び書道教室の生徒募集について
３．ＢＣＰ委員会より
（１）金沢市卸売業組織力強化支援事業について
４．青年部会より
（１）５月定例会について
（２）６月定例会について
５．事務局より
（１）石川働き方改革推進支援センターについて

２．組合運営委員会より
（１）会館運営規定について
（２）会館使用料の値上げについて
（３）町内一斉清掃について
（４）大ホール漏水について
（５）卸商業団地機能向上支援事業特別委員会について
３．厚生委員会より
（１）新入社員行事について
４．ＢＣＰ委員会より
（１）金沢市卸売業基盤強化モデル支援事業について
５．街力発信委員会より
（１）金沢美術工芸大学とのイベント事業について
６．青年部会より
（１）１月定例会について
（２）２月定例会について

●３日 理事会
１．総務委員会より
（１）事業所従業員数調査について
（２）新入社員歓迎式について
（３）令和５年３月31日現在の組合員数について
２.組合運営委員会より
（１）町内一斉清掃について
（２）不燃物有料回収について
（３）ホワイエ電動ロールスクリーン取り換え工事に

ついて
３．厚生委員会より
（１）新入社員行事の開催について
４．ＢＣＰ委員会より
（１）金沢市卸売業基盤強化モデル支援事業について
（２）連携型事業継続力強化計画追加認定について
５．青年部会より
（１）４月定例会について
●４日 新入社員歓迎式　15社70名参加

今年もテレビ取材を受け、ニュースで報道された。

●５日 町内一斉清掃　113社134名参加
●５日～６日  新入社員研修会　13社30名参加
●７日 新入社員電話教室　８社30名参加

●８日 理事会

●26日 卸商業団地機能向上支援事業報告会
30社35名参加

●27日 理事会
１．総務委員会より
（１）景況調査の集計結果について
（２）組合員の脱退について
２.組合運営委員会より
（１）備品の購入について
（２）レストランスペースの今後について
（３）大ホール漏水について
（４）会館の売り上げについて
（５）卸商業団地機能向上支援事業特別委員会について
３．厚生委員会より
（１）インフルエンザ予防接種の実施について
４．ＢＣＰ委員会より
（１）金沢市卸売業基盤強化モデル支援事業について
（２）有線放送設備撤去について
（３）連携型事業継続力強化計画の追加募集について
（４）広報誌第145号について
５．街力発信委員会より
（１）金沢美術工芸大学とのイベント事業の案内
（２）作品買取補助金について
６．青年部会より
（１）１月定例会について
（２）２月定例会について

●14日～19日 金沢美術工芸大学選抜展2023in問
屋町

金沢流通会館２階小ホールにて開催された。

●３日 理事会
１．総務委員会より
（１）４月から12月の決算について
（２）出資金見合いの緊急融資について
（３）生活習慣病予防健診について
（４）新入社員歓迎式について
（５）出資金の移動について
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協同組合金沢問屋センター・キマッシカナザワ第146号　金沢市問屋町2丁目61番地　TEL.076－237－8585　●発行／協同組合金沢問屋センター　●編集／ＢＣＰ委員会

　協同組合金沢問屋センターは今年生誕60
年になりますが、あと40年で生誕100年。そ
の時点で100年を超える老舗企業の集合体
になります。同様の組合組織であっても、この
ような老舗企業の集合体は類を見ません。
　そこに到達するまでには予測不能な企業環
境（コロナウイルスのパンデミック、ロシアの
ウクライナ侵攻、地震や豪雨災害等）があり、
またこの先は少子高齢化や人口減少問題等
も深刻さを増し、これまでの60年と同じよう
な取り組みでは生き延びることは厳しいでし
ょう。
　企業のかじ取りはますます厳しいものにな
りますが、最後は「継続は力なり」。40年後も
新しい老舗企業の集合体「協同組合金沢問屋
センター」になれるよう、ＢＣＰ委員会も各組
合員様の企業継続に微力ながら協力出来る
よう活動していければと思います。 
（Ｋ．Ｔ）
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第60回通常総会を開催
役員・委員会名簿
バトンエッセー
うちのキラリンさん
わが社をＰＲ
全国卸商業団地企業年金基金からお知らせ
事務局だより

露
の
玉 

キ
ラ
キ
ラ
と



第60回 

通
常
総
会
を
開
催

１. 

総
会
の
種
類 
通
常
総
会

２. 

招
集
期
日 
令
和
５
年
５
月
11
日

３. 

開
催
期
日 

令
和
５
年
５
月
30
日

４. 

開
催
場
所 

金
沢
流
通
会
館
　
　
　
　 

 

大
ホ
ー
ル「
パ
ル
ス
」

５. 

組
合
員
総
数 

１
０
６
名

６. 

出
席
総
数 

本
人
出
席
45
名

 

委
任
状
出
席
45
名

７. 

議    

長 

髙
桑 

幸
一

【
議
　
事
】

〈
第
１
号
議
案
〉
令
和
４
年
度
事
業
報
告
、
貸
借

対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
財
産
目
録
の
承
認
及
び

監
査
報
告
の
件

〈
第
２
号
議
案
〉
令
和
４
年
度
剰
余
金
処
分
（
案
）

承
認
の
件

〈
第
３
号
議
案
〉
令
和
５
年
度
事
業
計
画
（
案
）

承
認
の
件

〈
第
４
号
議
案
〉
令
和
５
年
度
収
支
予
算
（
案
）

並
び
に
賦
課
金
の
賦
課
徴
収
方
法
承
認
の
件

〈
第
５
号
議
案
〉
令
和
５
年
度
組
合
借
入
金
残
高

の
最
高
限
度
額
及
び
１
組
合
員
に
対
す
る
貸
出
限

度
額
承
認
の
件

〈
第
６
号
議
案
〉
定
款
一
部
変
更
の
件

〈
第
７
号
議
案
〉
理
事
及
び
監
事
改
選
の
件

　
指
名
推
薦
に
よ
り
理
事
28
名
、
監
事
３
名
が
選

任
さ
れ
た
。

〈
第
８
号
議
案
〉
役
員
及
び
監
事
報
酬
の
件

　
全
て
の
議
案
の
審
議
を
終
え
い
っ
た
ん
総
会
を

終
了
、
別
室
に
て
新
た
に
選
任
さ
れ
た
理
事
に
よ

る
第
１
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
役

員
の
選
任
と
各
委
員
長
の
選
任
、
委
嘱
を
行
い
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
ご
来
賓
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
き
、

午
後
３
時
25
分
、
総
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
組
合
員
の
皆
様
方
は
、
ご
多
忙
に
も
か
か
わ

ら
ず
ご
出
席
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
日
頃
か
ら
当
組
合
の
活
動
に
ご
支
援
ご
協

力
を
頂
い
て
い
る
ご
来
賓
の
皆
様
、
よ
う
こ
そ

お
越
し
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
久
し

ぶ
り
に
マ
ス
ク
を
外
し
た
状
態
で
総
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
令
和
３
年

度
に
続
い
て
第
３
回
と
第
４
回
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
実
施
し
、
６
３
７
名
が
接
種
し
ま

し
た
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は

担当副理事長 大宗㈱　会長  大西 憲治総務委員会

理 事 長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
相談役理事
理 事
理 事

会長 髙桑 幸一
会長 大西 憲治
社長 森　 昭夫
社長 田中 清一
社長 成瀬亮太郎
社長 藤本 博司
社長 小川 榮一
相談役 小川甚次郎
会長 土谷　 守

㈱キョー・エイ
大宗㈱
森佐㈱
㈱たなかや
成瀬電気工事㈱
泰和ゴム興業㈱
小川商事㈱
小川㈱
㈱土谷九兵衛商店

理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事

㈱マツモト
㈱アサヒ冷機
北日商事㈱
㈱石川トヨペットカローラ
㈱シキケミカル
中西㈱
㈲ネーミングこしの
㈱ほくつう
金沢機工㈱
丸与商事㈱
㈱ヤギコーポレーション

㈱Ｊシステム
㈱マルシン
㈱五井建築研究所
㈱コシハラ
㈱鳴和電気商会
㈱アルプ企画
冨木医療器㈱
(協)金沢問屋センター
㈱北陸衣料商会
㈲吉野利工具
岡本㈱

会長 和泉 健治
社長 東藤 幸介
社長 大田 淑子
社長 菊田 　哲
社長 普和 克守
社長 中西 一彰
社長 越野 　勉
社長 早川 信之
社長 井上英一郎
社長 水本 安長
社長 八木圭一朗

理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
専務理事
監 事
監 事
監 事

社長 後山 潤一
社長 丸岡 信之
社長 喜多 孝之
社長 越原 寿朗
会長 宮下 誠次
社長 髙間 俊成
社長 荒井 博史
事務局長 川崎 眞人
社長 中村 紀夫
社長 吉野 竹英
社長 岡本 　進

委 員 長
副委員長
副委員長

委 員
委 員
委 員

委 員社長 早川 信之
会長 和泉 健治
社長 東藤 幸介

㈱ほくつう
㈱マツモト
㈱アサヒ冷機

ジャパンプレミアム㈱
㈱東山商会
㈱小山商会

社長 三谷 浩二
社長 道上 　聖
社長 小山 明久

川上産業㈱ 社長 茨木 陽介

委 員 長
副委員長
副委員長

委 員
委 員
委 員

委 員
委 員

社長 越野　 勉
社長 中西 一彰
社長 越原 寿朗

㈲ネーミングこしの
中西㈱
㈱コシハラ

小川㈱
㈱ヤギコーポレーション
㈱金沢丸善

相談役 小川甚次郎
社長 八木圭一朗
社長 野村 幸宏

㈱オータニ
㈱キョー・エイ

社長 大谷 方人
社長 髙桑 弘道

委 員 長
副委員長
副委員長

担当副理事長 森佐㈱　社長  森 　昭夫厚生委員会

担当副理事長 泰和ゴム興業㈱  社長　藤本 博司組合運営委員会
委 員
委 員
委 員

委 員
委 員

社長 水本 安長
社長 丸岡 信之
会長 宮下 誠次

丸与商事㈱
㈱マルシン
㈱鳴和電気商会

金沢機工㈱
冨木医療器㈱
ウィルビー㈱

社長 井上英一郎
社長 荒井 博史
専務 北川 祥一

ナカダ㈱
㈱ヰセキ関西中部

社長 中野 正啓
取締役 村井 和貴

委 員 長
副委員長
副委員長

委 員
委 員
委 員

委 員
委 員

会長 土谷　 守
社長 普和 克守
社長 藤江　 裕

㈱土谷九兵衛商店
㈱シキケミカル
㈱和創

㈱石川トヨペットカローラ
㈱アルプ企画
㈱ほくつう

社長 菊田 　哲
社長 髙間 俊成
執行役員 浅地 浩之

北村電機産業㈱
㈱牧野太郎商店

社長 栁 　誠一
社長 大西 宏明

担当副理事長 成瀬電気工事㈱　社長  成瀬亮太郎ＢＣＰ委員会

委 員 長
副委員長
副委員長

委 員
委 員
委 員

委 員社長 喜多 孝之
社長 大田 淑子
社長 後山 潤一

㈱五井建築研究所
北日商事㈱
㈱Ｊシステム

川崎㈱
㈱トミショープラン
丸六㈱

専務 川崎 謙介
社長 冨木 美希
社長 篠原 　淳

大宗㈱ 社長 大西聡一郎

担当副理事長 ㈱たなかや　社長  田中 清一街力発信委員会

９
５
５
名
の
方
が
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
ち
ら
も
令
和
３
年
度
に
引
き
続
い
て

の
実
施
と
な
っ
た
、
金
沢
美
術
工
芸
大
学
の
作

品
展
覧
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
作
者
で
あ
る
美

大
生
の
皆
さ
ん
の
、
作
品
に
対
す
る
思
い
や
制

作
意
図
に
つ
い
て
説
明
を
聞
く
機
会
も
設
け
ら

れ
、
レ
ベ
ル
の
高
い
作
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
金
沢
市
の
ご
協
力
を
得
て
、
組
合
所
有
の
外

灯
は
全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

電
気
料
金
は
か
な
り
下
が
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
後
、
大
幅
な
電
気
料
金
値
上
げ
が
あ
り
、
今

に
し
て
思
え
ば
、
あ
の
時
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
し
て

お
い
て
良
か
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
組
合
と
し
て
二
つ
の
補
助
事
業
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
一
つ
は
金
沢
市
の
卸
売
業

基
盤
整
備
強
化
モ
デ
ル
支
援
事
業
で
す
。
先
進

地
の
事
例
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
も
う
少
し
時

間
が
か
か
る
と
思
わ
れ
て
い
た
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
に
つ
い
て
具
体
的
な
取
り
組
み
へ
と
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
ず
取
り
掛
か
り
と
し

て
、
理
事
会
の
開
催
案
内
は
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
て
行
う
こ
と
を
始
め
て
お
り
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
商
団
連
の
卸
商
業
団
地
機
能
向

上
支
援
事
業
で
す
。
今
年
で
完
成
か
ら
39
年
が

経
過
し
た
金
沢
流
通
会
館
の
維
持
管
理
、
今
後

の
組
合
運
営
に
関
し
て
、
専
門
家
の
方
々
に

様
々
な
面
か
ら
調
査
と
分
析
を
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆
様
に
も
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
等
で
ご
協
力
頂
き
、
お
か
げ
で

様
々
な
ご
意
見
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
組
合
と

し
て
進
む
べ
き
方
向
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す

が
、
そ
の
た
め
に
は
組
合
員
各
位
の
ご
理
解
と

ご
協
力
が
必
要
で
す
。
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を

お
聞
き
し
な
が
ら
積
極
的
に
推
進
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
日
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
来
賓

の
皆
様
方
に
も
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
併
せ
て
、
ご
来
賓
の
皆
様
方
、

組
合
員
の
皆
様
方
の
ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を
お
祈

り
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

　
本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

協
同
組
合
金
沢
問
屋
セ
ン
タ
ー
の
第
60
回
通
常
総
会
が
令
和
５
年
５
月
30
日（
火
）、

金
沢
流
通
会
館
に
て
開
催
さ
れ
、全
議
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
の
未
来
に
つ
な
が
る
事
業
を

着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す

髙
桑
理
事
長
あ
い
さ
つ

←

←

役員・委員会名簿
　
金
沢
流
通
会
館
は
昭
和
59
年（
１
９
８
４
年
）

に
竣
工
し
ま
し
た
。以
来
約
40
年
間
、ほ
と
ん
ど

料
金
体
系
を
見
直
さ
な
い
で
運
営
し
て
き
ま
し

た
が
、昨
今
の
法
規
制
強
化
や
働
き
方
改
革
な
ど

に
対
応
し
た
管
理
体
制
に
伴
う
管
理
費
・
委
託
費

の
増
加
に
、現
行
の
料
金
体
系
で
は
対
応
が
難
し

い
と
判
断
し
ま
し
た
。

　
既
に
ご
案
内
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
が
、令
和

６
年
４
月
ご
利
用
分
よ
り
会
館
使
用
料
の
改
定

を
お
願
い
す
る
に
至
り
ま
し
た
。詳
細
は
後
日
ご

案
内
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
昨
今
の
電
気
料
金
の
値
上
げ
を
受
け
、令
和
５

年
４
月
１
日
よ
り
全
て
の
利
用
者
様
に
基
本
使

用
料
に
対
し
て
10
％
の
負
担
金
を
ご
請
求
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。こ
の
措
置
は
当
面
継
続
の

予
定
で
、電
気
料
金
等
が
令
和
３
年
の
水
準
程
度

に
戻
れ
ば
解
除
す
る
こ
と
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

　

会
館
料
金

改
定
に
つ
い
て

連
携
事
業
継
続
力

強
化
計
画
に
つ
い
て

光
熱
費
負
担
金
の

徴
収
に
つ
い
て

　
こ
の
度
、第
15
代
青
年
部
会
会
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
五
類
移
行
に
よ
り
、
活
発

な
活
動
を
展
開
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
青
年
部
会
設
立
よ
り
51
年
目
の
ス
タ
ー
ト

と
な
る
今
年
度
は
、
研
修
に
よ
る
経
営
力
の
向
上
、

会
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
に
よ

る
人
間
力
の
向
上
を
目
的
と
し
た
事
業
活
動
を
通
じ

て
、
青
年
部
会
と
い
う
組
織
が
活
性
化
し
有
意
義
な

ス
ロ
ー
ガ
ン
は「
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
挑
戦
し
よ
う
！
」

ス
ロ
ー
ガ
ン
は

青
年
部
会
会
長
就
任
の
ご
挨
拶

青
年
部
会
会
長
就
任
の
ご
挨
拶

場
所
と
な
る
よ
う
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
挑
戦
し
よ
う
！
」を
今
年
度

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
青
年
部
会
の
事
業
を
通
し
て
企

業
や
人
が
成
長
し「
問
屋
町
で
働
い
て
い
て
よ
か
っ

た
」「
問
屋
町
で
働
き
た
い
」と
い
う
声
が
少
し
で
も
増

え
、
こ
の
街
が
更
に
活
性
化
し
て
い
く
た
め
に
全
力

で
行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

青年部会、そし
て問屋町が活性
化し“有意義な
場”となるよう力
を注ぎます。

（株）小山商会 社長
小山 明久

　
昨
年
度
、連
携
型
事
業
継
続
力
強
化
計
画
に
つ

い
て
追
加
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
10
社
よ
り
応
募

が
あ
り
追
加
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
五
類
移
行
を

受
け
て
今
年
度
は
訓
練
な
ど
の
研
究
を
開
始
し
、

次
年
度
以
降
に
実
施
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
追
加
認
定
を
受
け
た
組
合
員
】

小
川（
株
） 

小
川
商
事（
株
）

（
株
）五
井
建
築
研
究
所 

（
株
）シ
キ
ケ
ミ
カ
ル

大
宗（
株
） 

冨
木
医
療
器（
株
）

（
株
）ト
ル
ハ
ー
ト 

中
西（
株
）

（
株
）東
山
商
会 

丸
与
商
事（
株
）

成
瀬 

英
之
 
石
川
県
商
工
労
働
部 

次
長

山
岸 

瑞
穂
 
金
沢
市
経
済
局
商
工
業
振
興
課 

課
長 

山
出
　 

保
 
石
川
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

会
長

中
村
　 

明
 
石
川
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

専
務
理
事

花
﨑 

純
一
 
商
工
組
合
中
央
金
庫
金
沢
支
店 

支
店
長

西
出
　 

光
 
北
國
銀
行
問
屋
町
支
店 

支
店
長

吉
田 

宏
明
 
北
陸
銀
行
金
沢
問
屋
町
支
店 

支
店
長 

北
村 

健
一
 
金
沢
信
用
金
庫
問
屋
町
支
店 

副
長

来
賓
出
席
者

中央会山出会長（現名誉会長）からは、
金沢や問屋町への熱い思いが込めら
れた祝辞を賜った。

ご案内

2
ご案内

1

ご案内

3

認定ロゴマークは、災害
管理に積極的な企業で
あることをアピールし
事業の信頼性を訴求す
るためのツールになる。



ア
メ
リ
カ
に
は
か
な
わ
な
い
が
自
分
た
ち
の
国

は
そ
れ
に
次
ぐ
世
界
２
番
目
の
国
で
あ
る
と
真

剣
に
信
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
よ
る
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
、
さ

ら
に
グ
ラ
ス
ノ
ス
チ
の
政
策
に
よ
り
情
報
公
開

が
進
み
、
西
側
諸
国
の
実
態
を
あ
か
ら
さ
ま
に

知
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、
国
民
は
愕
然
と
し
、

こ
の
よ
う
な
屈
辱
的
な
状
況
は
変
え
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
、
次
々
と
改
革
、
独
立
が

実
行
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。「
ソ
連
邦
の
崩
壊
、

東
西
冷
戦
の
終
結
は
、
紛
れ
も
な
く
民
衆
の
力

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
す
」と
、
話
し
て

い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
当
然
、
そ
の
民
衆
の

心
に
火
を
つ
け
た
の
は
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
い
う

指
導
者
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
話
の
ス
ケ
ー
ル
は
随
分
と
異
な
り
ま
す
が
会

社
も
ま
た
同
じ
で
、
組
織
が
変
わ
っ
て
い
く
と

き
そ
の
最
大
の
原
動
力
は
人
の
心
で
あ
り
、
企

業
が
何
を
す
る
に
せ
よ
、
社
員
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
結
集
し
な
い
限
り
は
何
も
で
き
な
い
と
思
い

ま
す
。
30
年
以
上
前
の
東
西
冷
戦
の
終
結
と

現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
に
共
通
す
る
こ
と
と
言
え
ば
、

世
界
的
規
模
で
大
き
な
変
化
が
起
き
た
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
今
こ
の
時
こ
そ
、

自
分
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
チ
ャ
ン
ス
な
の

で
は
と
感
じ
、
さ
ら
に
、
誰
も
が
禍
々
し
く
感

じ
た
こ
の
大
き
な
禍
が
図
ら
ず
も
私
の
心
の
内

な
る
炎
に
火
を
つ
け
て
く
れ
た
の
で
は
!?
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
依
然
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
の
傷
痕
に
は
大
き
い

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、S

ta
y h

u
n
g
ry , 

S
ta
y fo

o
lish ! 

の
精
神
で
進
ん
で
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

　
３
年
以
上
に
わ
た
り
世
界
的
規
模
で
起
き
た

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曾
有
の
出
来
事
、
こ
の
禍

の
さ
な
か
、
私
は
代
表
取
締
役
に
就
任
し
ま
し

た
。
一
般
的
に
言
え
ば
、「
大
変
な
時
期
に
社
長

に
な
り
ま
し
た
ね
」な
ど
と
、
同
情
的
イ
メ
ー

ジ
を
持
た
れ
る
よ
う
な
状
況
で
あ
ろ
う
し
、
実

際
、
新
任
ご
挨
拶
で
名
刺
交
換
さ
せ
て
頂
い
た

時
も
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
多
く
の
方
か
ら
頂
き

ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
世
界
に
大
き
な
変
化
を
も
た

ら
し
た
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の

頃
、
私
は
、「
ひ
ょ
っ
と
し
て『
時
』が
来
た
の
か

な
？
」と
い
う
よ
う
な
不
思
議
な
感
覚
を
覚
え

ま
し
た
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
た
の

か
、
た
だ
単
に
直
感
的
な
も
の
で「
時
」も
漠
然

と
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
が…

。

　
と
こ
ろ
で
以
前
、
私
が
営
業
時
代
に
担
当
だ

っ
た
大
手
商
社
の
方
か
ら
聞
い
た
話
で
す
が
、

そ
の
方
が
ソ
連
の
モ
ス
ク
ワ
に
赴
任
し
て
い
た

奇
し
く
も
そ
の
間
に
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
、

さ
ら
に
ソ
連
邦
崩
壊
が
起
こ
り
、
東
西
冷
戦
終

結
の
ま
さ
に
そ
の
現
場
に
い
た
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
長
き
に
わ
た
り
続
い
た
ソ
連
邦
が
、
い

と
も
簡
単
に
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
の
は
何
故

か
？
そ
の
方
が
言
う
に
は
ソ
ビ
エ
ト
の
国
民
は
、

vol.3
5

エ
ッ
セ
ー

エ
ッ
セ
ー

丸与商事株式会社
代表取締役社長

水本 安長

コ
ロ
ナ
禍 

エ
ピ
ロ
ー
グ
〜
と
り
と
め
の
な
い
話
〜

キ
ラ
リ
ン
さ
ん

問
屋
町
に
お
勤
め
の

元
気
な
社
員
の
方
を
ご
紹
介
し
ま
す

う
ち
の成瀬電気工事株式会社

二宮 芙美枝さん

社内の“何でも屋”で
 ありたい

　総務部で、経理を中心に人事や社内の備品・設備の手
配や管理などを行っています。採用面接では「私、何でも
やります！」と言いました。部署に関係なく頂ける仕事は
何でもさせて頂き、それが経験となって今につながって
いると思っています。
　三年間の産休を頂きましたが、その引き継ぎでは教え
ることの難しさを感じました。私が入社した頃は目で見
て盗めで良かったけれど、今はマニュアルが必須です。ま
た私自身がフォローしてもらったように子育てしながら
仕事をできる体制が整ってきたなど、時代は変わってい
ます。でも、「何でもやります精神」は変えたくないな。
　結婚式は身内だけで挙げたのですが、友人が秘密で撮
影してくれたムービーには会社のみんながノリノリで参
加、社長もコメントを寄せてくれました。フランクでフッ
トワークが軽い！これが成瀬電気の“売り”だと思います。

株式会社つくーる
田中 伽歩さん

入社２年目を楽しく！
 前向きに!!

　椅子、テーブルなど家具の発注を担当しています。オー
ダーメイドも扱っているので、椅子であればフレームや張
地の色や形、材質などを一つひとつ伺って注文します。迷
われるお客様には、膨大なカタログの中からイメージに
近いものを探し出しておすすめすることも。
　入社して１年経った頃、張地の番号を間違えて違う色の
椅子を作ってしまったことがあり、ミスがわかった瞬間はも
う絶望でした！以来、確認画面は何度も見返すことを心がけ、
今は１人で発注できるようになりましたが、ひと通りの仕事
を先輩の力を借りずに進められるようになりたいです。
　「会社とは堅苦しいもの」と思っていましたが、アットホ
ームな雰囲気の中で仕事をさせて頂いています。楽しみ
にしていた会社の飲み会は直前にコロナになり参加で
きませんでしたが、数年後にハワイ旅行があると聞いた
ので、それには絶対行きたいです！

「うちのキラリンさん」「わが社をＰＲ」「うちのキラリンさん」「わが社をＰＲ」に掲載をご希望の方は、ぜひ事務局までお問い合わせください。取材に伺います。

昔、読んだ漫画の「総務って何でも屋だ」
という言葉が頭に残っています。欲を言
えば、そんな存在になりたい。

旅先で偶然、自分が発注した椅子を発見！
店名を憶えていたので立ち寄ってみたの
ですが、本当にうれしかった。

全国卸商業団地企業年金基金は、給付額が確定して
いる確定給付企業年金です。

損金算入●掛金は損金算入できます。

●平準的に積み立てることで資金繰りが安定します。

●従業員が給付を受ける際には、退職所得控除もしく
は公的年金等控除が受けられます。

●新規加入年度の翌々年度まで事務費掛金が半額です。

●退職金積立のコスト負担が軽減できます。

当基金では、加入者毎に仮想の個人勘定を設け掛金に
１.５％（複利）の利息を付与しています。

退職金規程で、規定する退職金総額に当基金から受け
取る年金や一時金を含む旨を定めれば、利息相当額分
の退職給付コストを圧縮することができます。

※加入期間中の昇給の状況により一時金の額は変動します。基金の財政状況が大きく悪化した場合、追加の掛金をご負担頂くことがあります。
事務費掛金は、30年間累計で216,000円（年間平均7,200円）ご負担頂きます。

全国卸商業団地
企業年金基金を
活用してみませんか

詳しくは「全国卸商業団地企業年金基金」まで ☎03-3560-7017 東京都港区赤坂５-１-31

全国卸商業団地企業年金基金からお知らせ

　昭和22年に文具の卸として創業し、
現在はオフィス家具や事務機器の卸と
システム開発事業を行っています。
　約15年前にシステム開発を始めた
背景には、ペーパーレス化、物流サービ
スの高度化がありました。この二つの
潮流は文具、事務機器のどちらにとっ
てもマイナスであり、このままでは
“ヤバイ”という危機感があったか
らです。ただ立ち上げ当初は、あ
くまでも卸を助けるための“+
α”という発想であり、“ちょっ
とした工夫”程度のシステム提供でした。
　専門の部署を立ち上げることになった転換点は、iPhone、
iPadの登場でした。iPadで作った理容室のヘアカタログが全
国版のパソコン雑誌に事例として紹介され、営業をしなくても依
頼が来るという回転が生れたのです。ところが当社は卸です。例え
ば、事務機器関連のシステムを営業しようとするとディーラの承
諾が必要ですし、まず、システム開発会社としての知名度もありま
せん。そこで最初から東京へ出て実績を積み、ブランド力をつけ
てから金沢に戻るという道を取ったわけです。
　昨年完成した新社屋では、卸とシステム開発が同じ場所で仕

株式会社寿商会株式会社寿商会
一歩先の働き方を提案する

代表取締役
社長
若林　孝

事をすることでシナジー効果を測ることができるようになり
ました。またモノだけでなく、アプリやクラウド、それを使った
働き方など営業担当者が説明しきれない部分をお客様に見
て頂くことができる。この社屋は、次から次へと増えてくる取
り扱い商材を使いこなして新
しい提案をできるように我々
が先んじてチャレンジして
いくための研究室でもあり
ます。

　行動三か条の中の「誠実親切」が、ある意味ＩＴ屋さんとの差
別化になっています。よくＩＴ投資で莫大な金額がかかったの
に全然便利になっていないという話を耳にします。当社の場合、
卸として事務作業に必要なモノを一式揃えて提供するという
仕事を何十年もやってきたことがベースにあるので、お客様と
のやり取りの中から何にお困りなのかが手に取るようにわか
ります。それにちゃんと応えることで思った以上に喜ばれ、一
つの仕事を通して信頼を頂けるようになった、そんな手応えも
あります。
　当社が開発するのは業務用の中でも事務所やバックヤード
主体のアプリであり、開発はアップル向けのファイルメーカー
という限られた世界の中で行っています。言うならば超ニッチ
戦略です。今後、ペーパーレス化が進むにしても必要な機器は
ありますし、ソフトウエア、サービスなどでオフィス業務の応援
ができるようにもっと深く掘り下げた勉強をしていかねば。

卸としてのマインドが強みに卸としてのマインドが強みに

退職金
の

積み立
てに

従業員が平均
基準給与30万円・
30年間加入（上乗せ
給付３倍型）に加入
した場合の例

退職金総額が
500万円の場合

掛金総額
292万円

利　息
相当額
利　息
相当額

会社からの
一時金
132万円

基金からの
一時金
368万円

当基金のメリット

30年間加入→→→→

コスト圧縮
76万円

卸業界ならではの悩みもあ
りますが、前に進めば進ん
だなりに、進んだからこそ
見えてくる道もあります。余
力があるうちに、前向きに
チャレンジしましょう！




